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1知立団地一日派遣村報告

昨年暮れから、団地内ブラジル人生活相談ボランティアのもとに生活困窮の相談が激増。３月の岡崎派遣村相談に行ったブラジル人、野宿者支援をしていた日本人、自治会役員、生活保護に関心の深い議員などが集まり、４月２６日に派遣村実施。　　　　

· 派遣村背景：　〇知立団地　2４４５世帯　４８９１人

（４/１現在）　　　うち　１２５７世帯（51.4％）２６３４人（53.9％）が外国人登録

そのほとんどがブラジル人である。（居候も多く実際は６割程度か）

〇人口７万ほどの市で、生活保護の窓口係りは、去年２人から今春３人

〇異常な混乱が予想されたので、相談は団地住民のみとし宣伝もあまりせず。
· 参加者：　相談者＝６６人（うち６人相談キャンセル）

　　　　　　　相談員＝２３人　通訳＝１５人　ボランティア＝３１人　（数は登録した方のみ）

· 相談者：　全員が、団地在住のブラジル人もしくは少数のペルー人。

2知立団地一日派遣村後の状態

(1) 一日派遣村生活保護申請同行日程：　４月２７日より５月８日までの平日６日間

　　　　　　　市役所の要望により午前２人午後２人（実際は、噂を聞いての飛び込みがその倍）
　　その後は、相談者から連絡があった時、６月以後は月２回の相談会も開き同行支援
(2) 支援者：　申請同行者＝３人　申請同行補助＝2人　通訳＝6人

（ウ）（７/８現在）一日派遣村生活保護申請準備者＝３6件３7人（相談時は別世帯として相談、後に１世帯に）

　　　　　　　　　　　うち、○生活保護決定＝18件19人
○その他は、審査中2、未申請または不明9、中止6（うち帰国1・就職１）、すでに受給中1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3その後の相談会　　　　　　　　　

（ア）生活保護相談・申請同行日程：支援者のもとに連絡があった時

（イ）その後支援者の生活を守る為、月２回の相談会・相談後市役所に申請同行
（ウ）一日派遣村以後の相談者＝５８人（うち日本人6人、ブラジル人ペルー人52人）
（7/8現在）うち市外相談者＝１６人、安城2、刈谷5、豊明3、岡崎1、西尾1、

高浜1、豊橋2、東浦1
○生活保護決定＝２２人
○その他は審査中または結果不明14、中止・保留・不要8、帰国決定1、今後申請予定13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エ）一日派遣村以後のカンパ：５００００円　　会場費、通訳・翻訳お礼、通訳電話代に使用。
4知立団地派遣村の特質・問題点　
　相談者
①　生き残るために、１つの部屋に何世帯か、または複数の友人が住み、助け合って暮らしていることが多い。他人名義の部屋に住む例も多い。生活保護を申請する場合、非常に複雑で、同居人が出て行くまで何ヶ月も生活保護が受けられず、食べものにも事欠くケースが幾例かあった。そのために生活保護を受けるのに何ヶ月もかかったり、あきらめた人も居る。

②　日本人に比べ車所持の生活保護希望者が多い。また車のローンが残っている人も多い。生活保護受給後も名義を変え運転している人がいる。事故後、相手にお金が払えず、迷惑をかけた例がある。オートバイでも、そうした事故例がある。車使用の理由は、無いと就職に不利があげられる。
　③　新しいアパートを借りることが難しい。大家さんが、ゴミ出しをきちんとやらない・友達を読んで夜遅くまで騒ぐなどのトラブルを嫌がって断ることが多い。特に日本語が話せない人は、こうした注意や連絡が分かってもらえないことを理由に、断られる。また、契約やガス開栓等の立会いなども、日本語を話せる人の協力が求められる。
　④　仕事がないため、公園等に集まりギャンブルをしたり昼間からお酒を飲む人が居る。これについては日本人居住者から不安の声が上がっている。
　⑤　就職の為の研修、特に日本語教育の希望が強い。ブラジル人にとって、日本語のレベルが就職決定を左右する。現在、団地自治会の援助によって日本語教室が開かれているが、就職準備研修のような公的機関による日本語教室が望まれる。職業訓練についても、外国人にはほとんどその機会が回ってこず、不満の声が聞かれる。

　⑥　日本語が読めぬため、日本人にとって当たり前の情報が共有されていない。税の減免制度、就学援助、あるいは健康保険などの理解が不十分なために、多額の借金を抱えた例が数多くあった。

⑦　日本人の相談者が、ほとんど派遣村に来ない。また、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人以外の外国人相談者も来ない。

　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　市役所
⑧　急増した生活保護希望者のため、３人の窓口係では、とても応じきれない。その上、外国人申請者については、2倍も3倍も手間と時間がかかる。先日窓口の方一人が脳溢血で倒れた。他の人も過労ぎみである。
⑨　上のような理由のため、ミスがあったり処理が遅れたりすることがある。派遣村で緊急性ありと判断されたにもかかわらず、2ヶ月以上かかった例などもある。また家庭訪問など、やりたくてもなかなか出来ず、受給者の事故なども心配されている。
⑩　通訳が福祉課に居らず、電話連絡すらままならず困ることが多かった。（これについては、７月から通訳さんが入り一応解決済み）
⑪　生活保護決定までに支給するお金の財源が無く、食べるものの無い人にもお金が支給出来なかった。（これについても、わずかだが財源が確保でき改善された。）
⑫　緊急に住まいが必要な人のための施設が無い。現在、蒲郡の元「ふきぬき」を利用しているが、遠いし炊事が出来ぬため、金がないと食べることが難しい。乳幼児連れ家族が入居を勧められたが、不安のため断り居候を続けた。ビジネスホテルを利用する場合もあるが、日中は利用できず幼児では利用不可能であるし、高くて市の財政負担も大きい。
　　　　　支援者

⑬　支援する日本人の数が少なく、支援者が疲れて普通の生活を送ることが困難になっている。
⑭　外国人を支援するのは、相談だけではなく、市役所への付き添い、不動産屋さんとの交渉連絡、ローン会社・法律家・あるいはハローワーク・労働基準監督局などとの話し合いなど膨大な仕事量である。

⑮　通訳や翻訳をしてくれる人の負担が大きい。失業者でもあり、本来なら多少の支払いが必要。
　　　　　全体的に
⑯　他の市からの相談が多い。これについては、他の市の支援者を紹介するが、まだ支援体制が十分でないことが多い。3ヶ月の乳児のミルクも買えないという家族を追い払った例もある。
⑰　知立市で生活保護を申し込めば、支援が得られ決定することが多いと言う理由で、団地内友人宅に引っ越して来る人が居る。これは支援者にとっても、市役所にとっても大変な負担である。
⑱　ブラジル人自身の自助活動、特に食料配布活動が盛んである。これによって多くの人が飢えから免れた。豊橋派遣村でも支援したり、橋の下の日本人にも配布。また、多数の困窮者がこうした団体によって派遣村に紹介され、生活保護申請した。
5知立団地派遣村問題解決法
（ア）②③④⑥⑰については、生活保護を受けた人を中心に、ビラを配り協力をお願いしたり、お知らせもする。相談会等の機会を利用し、広報にも勤める
（イ）④については、生活保護を受け、受身な生活を送るだけでなく自助的な活動ができるようみなで考えていく。派遣村の活動や、団地自治会活動にも参加するよう勧めて行く。
（ウ）⑦や⑯⑰の問題を解決するために、派遣村の活動を他の市や日本人にも広げていく。
（エ）⑤⑥⑧⑫などについては、関係各機関への働きかけが必要である。知立派遣村は、7月23日⑧の問題を中心に、市長との話し合いを持つ。が、今後も愛知派遣村として国県等への強力な働きを継続していきたい。　　
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